
 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

ご長寿くらぶ だより 
Ｖｏｌ．38 

令和 3 年 7 月号 

株式会社 

アーバンアーキテック 

 
 

がんばれ！日本！その時 時代は動いた特集！ 

特集 16 「世界のホンダ」を築いた車業界のレジェンド。モノづくり、ひとづ

くりの愛・情熱・夢を前人未踏に追及・挑戦し、日本に自動車産業革命をもたらし

た。 

本田宗一郎（190６年～1991 年） 
本田技研工業（通称：ホンダ）創業者 

技術者 

 

① 1906 年（明治 39 年）静岡県浜松市に鍛冶屋の長男として生まれ 

る。 

父親が腕の良い真面目な鍛冶職人であったため、他人に迷惑 

をかけない几帳面さと、モノづくりの器用さ、好奇心旺盛といった 

ところを踏襲している。 

②  1928 年 東京で一流の自動車修理工場であった「アート商会」 

榊原侑三氏のもとでの丁稚奉公を終え、同商会浜松支店を開業。 

 修理の腕はピカイチだったことは無論、後に「浜松エンジン」 

と呼ばれる発明品も開発するなど発明家の才能を開花する。 

 

          

 

 

 

● 私は若い社員に、相手の人の心を理解する人間になってくれと話す。それが

哲学だ。 

● 成功は９９％の失敗に支えられた１％だ。 

● 進歩は反省の厳しさに正比例する。 

 

 

本田宗一郎の名言 

 

 

③ 敗戦下の 1948 年 本田技研工業（ホンダ）を設立。 オートバイの生産を行い、藤沢

武夫氏を経営に、本田氏は技術面で会社を成長させていく。1958 年 「スーパーカブ」は

世界的に大ヒットし、翌年にはマン島 TT レースに参戦 わずか 3 年でチャンピオン 

になり世界企業に躍進した。 

 

④1961年特定振興法案により、既存メーカー（トヨタ等）以外自動車を生産できないとい

う壁を打ち破り、短期間で自動車生産を実現。1965 年ホンダは F-1 レースで見事優勝を成

し遂げる。 

⑤1989年日本人として初めてアメリカの自動車殿堂入りを果たす。 

 



 

 

 

 

 

   

【今月のご長寿くらぶ ニュース】 

   

 

6 月 25 日（金）・26 日（土）ご長寿くらぶ 宇都宮市西川田 内覧会開催！！ 

   

 

  

  

 

 

 

【今月の介護ニュース】  

2020/1/20 付 

   

 

＜認知症公明見えるか＞ 薬開発「七転び八起き」  日経 6 月 16 日 

 
 

 

 

 

「認知症薬開発では一足飛びのイノベーションは起きない。七転び

八起きで結果が出る」。アルツハイマー型認知症薬を開発中の米イーラ

イ・リリーのデイビット・リックス CEO が話すように、製薬会社は

認知症との闘いで苦杯をなめてきた。 

 

 米国で認知症治療薬として 18 年ぶりに認められたエーザイも十分

な治療効果を証明できないとして治験中止に追い込まれたほど。 

 

 潜在対象患者は、米国で 200 万人ほど 日本で 100 万人ほどとさ

れているが、治療にかかるコストが、患者一人当たり年間約 610 万

もかかり国の社会保障負担を押し上げる要因となる。 

※社会全体で恩恵を受けられる多面的な研究開発の進展が欠かせない 

 

 快晴の中、2 日間で合計73 名のお客様がご来場いただきまし

た。 

 

 来場者の方からは「なかなかご入居しやすい金額で入れる 

施設が近所になくて困っていました。近所にこのような施設がで

き、施設内もとてもきれいで良かったです。」とのお声をいただき

ました。 

 

 当社スタッフも、内覧会のチラシを新聞に折り込みやスーパーに 

配置いただくなど、多数関係機関に熱心に交渉をしたことで、反響

に繋がりました！ 

 

 

 

 ※当社はこれからも地域貢献イチバンを目指した介護施設を企

画・提供してまいります。どうぞよろしくお願い致します。 

 

当社ホームページはこちらから→ (urbanarchitech.com) 

 

 

 

 

https://urbanarchitech.com/

